
第⼆次世界⼤戦後の児童保護を振り返る
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鱜鱐鱜、鱺鲔鱨鱭鱜鱫鱉鱫奥鱑深鱔、捉鱍鲐鱘鱭、説明鱞鲐鱘鱭鱑容易鱬鱴鱯鱉鲵鱅鲯鳛鳣鳒鲸鲬
鲰鱅鲗⽇本鱰根付鱐鱠鲐鱤鲆鱰鱴、外鱐鲎学鱻鱥鱖鱬鱯鱔、私鱤鱦鱑⽇本鱰鱏鱉鱫養護実践鲗鱮鱳鲍
鱋鱰築鱉鱫鱒鱤鱐鲗振鲏返鲐鱘鱭鲇必要鱬鱞。戦後鱳児童保護鱴、戦後活動鲗始鲆鱤施設鱴鲇鱦鲒鲘、
戦前鱰起源鲗持鱩施設鱰鱭鱨鱫鲇、鱢鱳実践鱭理念鲗築鱒上鱗鲐機会鱬鱜鱤。鱢鱜鱫鳑鲾鳡鳫鱐鲎若
鱉世代鲃鱬、今養護実践鱰携鲔鱨鱫鱉鲐鱢鲑鱣鲑鱳世代鱳実践家鱑、上鱳世代鱐鲎鱮鱋鱉鱋考鱍⽅鲉
捉鱍⽅鲗受鱖継鱉鱬鱒鱤鱳鱐、鱇鲐鱉鱴受鱖継鱉鱬鱉鱯鱉鱳鱐、鱭問鱉直鱜鱫鲄鲐鱘鱭鱑過去鱭今鲗
鱩鱯鱕⽷⼝鱰鱯鲐鱐鲇鱜鲑鲃鱠鲘。

⽇本社会鱰鱏鱉鱫、戦争鳀鳡鲞鳖鱳世代間伝達鱳問題鱰⽬鱑向鱖鲎鲑鲐鲍鱋鱰鱯鱨鱤鱳鱴鱩鱉最
近鱳鱘鱭鱬鱞。鱢鱳間、⻑鱉沈黙鱳歴史鱑鱇鲏鲃鱜鱤。戦中戦後鱰⼦鱮鲇時代鲗過鱙鱜鱤⼈々鱰戦争
鱑及鲁鱜鱤影響鱴、戦争鳀鳡鲞鳖鱳世代間伝達鲗考鱍鲐鱋鱬重要鱯主題鱬鱞。鱢鱳意味鱬鲇、引揚鱗
孤児・戦争孤児鱳養育鱭鱉鱋課題鱰取鲏組鲘鱥養護実践鲗振鲏返鲐必要鱑鱇鲏鲃鱞。戦後鱳実践鲗通
鱝鱫構築鱚鲑鱤価値観鱑鱢鱳後鱳児童養護鱽継承鱚鲑鱫鱒鱤過程鲗、戦争鳀鳡鲞鳖鱳克服鱭伝達鱳両
⾯鱐鲎考鱍鲐鱘鱭鱑鱬鱒鲐鱬鱜鲌鱋。

実鱴、鲵鱅鲯鳛鳣鳒鲸鲬鲰鱅実践鱰鱭鱨鱫戦後鱳児童保護鱳課題鱴、戦争鲗経験鱜鱤鱞鱾鱫鱳国
鱑共有鱞鲐鲇鱳鱬、私鱤鱦鱳過去鱳振鲏返鲏鱴、世界鱳鲵鱅鲯鳛鳣鳒鲸鲬鲰鱅鱭鱩鱯鱑鲐⼀鱩鱳道筋
鱬鲇鱇鲏鲃鱞。
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第15回鱳学術集会鱬鱴、戦後鱳引揚鱗孤児、戦争孤児鱰鱉鱐鱰戦後鱳児童保護鱑対峙鱜鱫鱒鱤鱳鱐、
鱢鱳鱯鱐鱬児童養護実践鱑鱮鱳鲍鱋鱯役割鲗果鱤鱜、今⽇鱰⾄鲐基盤鲗築鱉鱤鱳鱐鲗振鲏返鲐企画鲗
考鱍鲐鱘鱭鱰鱜鲃鱜鱤。戦争鳀鳡鲞鳖鱭鱉鱋⾔葉鲇理解鲇鱯鱐鱨鱤時代鱰鱏鱉鱫、戦争鳀鳡鲞鳖鱳鱤
鱥鱯鱐鱰⼦鱮鲇達鱭職員鱑共鱰鱉鱫、悪戦苦闘鱜鱫鱉鱤鱘鱭鲗振鲏返鲏鱤鱉鱭思鱉鲃鱞。

前回鱳第14回学術集会鱬鱴、鲜鲦鳢鲱鱳実践家鱳講演鱭相互鲿鲛鲱鲣鲻鲯鳟鳫鲗通鱝鱫、鲵鱅
鲯鳛鳣鳒鲸鲬鲰鱅鱳理論鱭実践鲗学鱻機会鲗持鱦鲃鱜鱤。鱢鱘鱰鱴、鲵鱅鲯鳛鳣鳒鲸鲬鲰鱅鱑、⽇本
鱳社会的養護鱳専⾨性、鱩鲃鲏⽇常的鱯営鲄鱳中鱰鱇鲐専⾨性鲗説明鱞鲐鱤鲆鱳概念鲗与鱍鱫鱔鲑鲐
鲇鱳鱬鱴鱯鱉鱐、鱚鲎鱰鱴鱢鱳理解鱑、⽇本鱳社会的養護鱳実践鱰変⾰鲗鲇鱤鲎鱞鱘鱭鱰鱩鱯鱑鲐鱳
鱬鱴鱯鱉鱐、鱭鱉鱋期待鱭問題意識鱑鱇鲏鲃鱜鱤。

―児童養護実践は戦争の影響にいかに対峙したか―
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��9：30� 受付開始
10：00� 開会挨拶

� 「戦後の児童保護を振り返る」
� � � � � � 本�庄���豊（児童福祉史研究／⽴命館⼤学⾮常勤講師）
12：00� 休憩
13：00� 総会

� 「戦後、施設は戦争の影響にいかに対峙したのか」
司会進⾏ 森��茂�起（⼤会⻑）
シンポジスト
� 「引揚孤児救済保護の全体像」
� � � � � � �細�井��勇（引揚げ孤児研究・本学会理事）
� � � � � � �⼤�⽯��茜（旧植⺠地下の保育研究・松⼭⼤学）
� 「同胞援護婦⼈連盟による引揚げ孤児救済保護の経緯と実践」
� � � � � ������内⼭�⼤樹（同胞援護婦⼈連盟�オリーブみらい塾⻑）
� 「⼤村⼦供の家による引揚げ孤児救済保護の経緯と実践」
� � � � � � ��松本�幸治（⼤村⼦供の家施設⻑）
コメンテーター 本�庄��豊
16：45� 閉会挨拶
17：00� 閉会

前半�10：05

本 庄 豊
主な著作
平井美津⼦・本庄豊編『戦争孤児たちの戦後史２ ⻄⽇本編』吉川弘⽂館 2020年
本庄豊『児童福祉の戦後史 孤児院から児童養護施設へ』吉川弘⽂館 2023年
本庄豊 編集・解説『戦争孤児関係資料集成第Ⅱ期 関⻄編 東光学園資料ほか』2022年12⽉刊⾏開始

学会ホームページからも申込できます。右記QRコードから学会HPへお⼊りください。「学術
集会」タブをアクティブにし、⽇本ソーシャルペダゴジー学会第15回学術集会の案内へとお
進みください。
5名参加で割引となる団体申込みもございます。詳細は学会ホームページをご覧ください。

・申込受付時間になりましたら、事前に配布いたします視聴⽤IDよりご参加ください。
・配信は学会の進⾏と同時に⾏われ、録画は残りません。ご注意ください。
・当⽇のオンライン参加は受け付けておりません。あらかじめご了承ください。

後半�14：00

参加申込 申 込 先 ：左記QRコードを読み取り、必要事項をご⼊⼒ください。
申込期⽇： 2026年1⽉23⽇（⾦）
参 加 費 ：学会員 無料／⾮会員  終⽇：5,000円、前半もしくは後半のみ：3,000円
振 込 先 ：ゆうちょ銀⾏ 〇⼆九店 当座 0105374
振込期⽇：2026年1⽉23⽇（⾦）（1⽉23⽇付の振込完了をもって有効）
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配信への参加⽅法

⽇本ソーシャルペダゴジー学会�第15回学術集会

⼤会プログラム

基調講演

シンポジウム

＜後 援＞ 全国児童養護施設協議会

学会HP


